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題材 

G98p054-5相良鉄兵氏の 
「電子入札方式における 

  同点落札問題の一方向性関数を
用いた解決法」 



  

封印式オークション 

• 入札は一人一回のみ 
• 入札値は、開札まで主催者によって秘密
に保持される 

• 開札時に一斉に入札値の集計を行い落札
者を決定する 

 

 



  

同点落札問題 

• 複数の入札者が同じ価格を入札し、その
価格が最高入札価格になった場合、落札
者が数名存在する問題 



  

解決法 

・再度オークションを行う 

 －しかし、効率性、個人情報の漏洩などに 
より不適切 

・「入札時刻」を設定し、一番早い入札者を最
終落札者とする 

 



  

システム設定 

・入札者 

・入札価格幅 

・暗号関数族  、復号関数族    の生成、公開 

・鍵の作成 

 



  

手順１（入札フェーズ） 

１．個人情報・入札情報の暗号化、入札 

 ・入札者ｂは、一方向性関数Hを作成 
 ・入札者ｂは個人IDを暗号化する 
 

 

 ・入札価格を決定（Vkとする） 



  

手順２ 

・暗号化、付加 

 

 

・一方向性Hash関数Hをかける 
 

 

・オークションサーバに送信 



  

手順３ 

２．入札情報の受信、入札時刻ｔの通知 

 ・オークションサーバａは、受諾時刻ｔを記録 

 ・自身の秘密鍵で ｔ を暗号化 
 

 ・入札者に、受信時刻と受信情報を通知 

 



  

手順４ 

３、tの確認、Hash関数、入札情報の送信 
 ・入札者ｂは、公開鍵で時刻情報  を復号化 

 ・不正がないことを確認 

 ・自らが生成した一方向性Hash関数Hと 
  を送信 



  

手順５ 

４．入札情報の復号化 

 ・オークションサーバは、ハッシュ化を行う 

 

 ・    で正当性を確認 

 ・データ連結を外し、入札データとして受諾 



  

手順６（掲示板への書き込み） 

 



  

手順７（開札フェーズ） 

・最大値  に対する  で    を復号 

・復号結果が予め決められた   に等しけ 

 れば、 が落札値となる 

・そうでなければ、   で試み、一致するま
で続ける 

・同点落札が生じた場合は、一番早い人を 

 最終落札者とする 



  

今後の課題 

• 同時刻、同価格の場合の落札者の決定 
 

• 匿名性に対して、若干弱い 


